
登録
区分

■適用条件等（自然条件・現場条件等の活用上の留意点）

■公共事業における施工・活用方法

上記に記載の通り、従来技術に比較し〔長寿命化(ライフサイクルコス
ト向上)〕〔工期の短縮〕〔安全性の向上〕〔施工設備の合理化〕〔施
工時の温度条件の緩和〕〔耐炎性の向上〕〔伸び追従性の拡大〕など
多くの改善が可能のため、これらが求められる公共事業の施工箇所には
、壁高欄以外の防水箇所にも広く活用可能となる。

■技術概要・ポイント（写真・図面等を適宜貼付）

1.単独 2.共同研究(民民) 3.共同研究(官民) 4.共同研究(民学)

開発会社：信越化学工業株式会社 販売会社：信越化学工業株式会社 協会：なし

開発

体制等

〇サンシャインウェザーメーター試験では、5000時間(紫外線照射量17

年相当)経過後も物性に大きな劣化は見られない。
〇着火した発煙筒を5分間当ててもほとんど延焼せず、残存物は無機物

変化。自己消炎性も有する。

1.道路 2.河川 3.ダム 4.砂防 5.港湾 6.海岸
7.下水道 8.公園 9.その他 10.全般

適用事業

効率化 部門

申請者名：信越化学工業株式会社技術名称 ：ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄを使用した壁高欄防水・防食工
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2022年7月27日時点》

■技術の成立性

区分３：活用促進技術 区分２：試行段階技術 区分１：開発・改良支援技術技術部門（主）：長寿命化部門

技術部門（副）(副次的効果)

【橋梁壁高欄縦目地（遊間）をシリコーンシートでカバーする方法】
〇従来はポリブタジエン樹脂封止による防水・防食工法であったが
本技術を活用することにより、耐久性が向上されるため経済性
（ライフサイクルコスト）が向上する。

〇また、従来技術で必要だった〔プライマー塗布〕や〔バックアップ材
の詰め込み〕が不要のため、工程の削減から工期を短縮できる上、
交通規制時間が短縮でき作業員の安全性も向上する。

〇さらに、従来技術で必要であったミキサーによる攪拌工程が不要と
なることで電源が不要となり、施工設備も合理化できる。

〇従来技術は施工時の温度条件が＋5℃以上であったものが、-40℃以上
まで拡大でき、低温時の施工が可能となる。

〇耐炎性が向上する。
〇50㎜以上の伸び追従が可能となる。

高架橋や河川橋梁の壁高欄縦目地（遊間）の防水防食工事の他
各種屋外設備の防水・漏水対策にも応用できる。
〇施工は降雨時以外、材料置き場とカット加工スペースに２㎡必要。
〇特に効果の高い適用範囲として、多雨・塩害・降雪・凍結防止剤を
多用する箇所。

〇粘着面側に連続的に水が噴出する箇所や直上を車両や歩行者が通行
する場所には適用できない。

壁高欄への適用 中央分離帯水平遊間への応用



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（33%）
同程度

低下

（%）

目地総長100mにおける工事費用は総額で200万円
(１mあたり2万円)となり割高とはなるが、約20年間
の耐候性があるため、5年毎に再施工が必要な従
来技術に対して5年目以降でLCCに勝る。

左記の条件で総額150万円（１mあたり1.5万円)である
が3～5年で剥離や損傷があり、5年後には再施工が必
要なため5年毎に１mあたり1.5万円が加算されLCCで
劣る。

工 程
短縮

（ %）
同程度

増加

（%）

施工後の維持管理やその手順では、目視により、
剥がれ・損傷がないことの点検を実施するという点
は従来技術と同等。

施工後の維持管理やその手順では、目視により、剥が
れ・損傷がないことの点検を実施する。

品質・
出来形

向上 同程度 低下

耐候性に優れるため、約20年間の防水・防食が可
能となる。

施工後3～5年後には剥離や損傷が生じる。

安全性 向上 同程度 低下

施工後の維持管理やその手順では、従来技術と同
等。

施工後の維持管理やその手順では、目視により、剥が
れ・損傷がないことの点検を実施する。

施工性 向上 同程度 低下

施工後の維持管理やその手順では、従来技術と同
等。

施工後の維持管理やその手順では、目視により、剥が
れ・損傷がないことの点検を実施する。

環 境 向上 同程度 低下

施工後の維持管理やその手順では、従来技術と同
等。

施工後の維持管理やその手順では、目視により、剥が
れ・損傷がないことの点検を実施する。

維持管理性 向上 同程度 低下

耐候性に優れるため、約20年間の防水・防食が可
能となる。

施工後3～5年後には剥離や損傷が生じる。

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（主部門）のアピールポイント）

申請者名：

様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（ポリブタジエン樹脂封止）

《2022年7月27日時点》

技術名称 ：ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄを使用した壁高欄防水・防食工 申請者名：信越化学工業株式会社



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（ %）
同程度

低下

（%）

目地総長100mにおける工事費用は総額で200万円
(１mあたり2万円)となり、施工時は割高となる。

左記の条件で総額150万円（１mあたり1.5万円)となる。

工 程
短縮

（33%）
同程度

増加

（%）

プライマー不使用のため、清掃後すぐに施工可能。
１mあたりの施工時間は約40分。
施工時に温度条件も広い。

プライマー塗布と風乾の時間や樹脂の充填などに時
間を要し、１mあたりの施工時間は約１時間。
施工時は＋5℃以上が条件となり、気象条件に左右さ
れやすい。

品質・
出来形

向上 同程度 低下

施工直後の防水性能は従来技術と同程度であるが
耐候性に優れるため、約20年間の防水・防食が可
能となる。

施工直後は遊間の防水性を有する。
ただし施工後3～5年後には剥離や損傷が生じる。

安全性 向上 同程度 低下

施工時の材料に引火性物質が含まれない。
また工程短縮で交通規制時間も短縮でき作業員の
安全性も向上する。

施工時の材料に引火性物質が含まれる。

施工性 向上 同程度 低下

施工時はプライマー不使用・電源不使用で施工性
が向上。

施工時はプライマー使用。材料の混合攪拌の為に電
源が必要。

環 境 向上 同程度 低下

施工時はプライマー不使用のため、作業時に臭気
なし。

施工時はプライマー使用のため、作業時に臭気あり。

維持管理性 向上 同程度 低下

施工後の維持管理やその手順としては、従来技術
と同等。ただし構造物の長寿命化は図られ劣化の
遅延には効果がある。

施工後の維持管理やその手順では、目視により、剥が
れ・損傷がないことの点検を実施する。

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（副部門）のアピールポイント）

申請者名：信越化学工業株式会社技術名称 ：ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄを使用した壁高欄防水・防食工
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（ポリブタジエン樹脂封止）

《2022年7月27日時点》



■当該技術の課題と今後の改良予定

現時点では特になし

■国土交通省(NETIS)への登録状況

■建設技術審査証明の発行状況

申請地方
整備局名

登録年月日 登録番号
評価

(事前・事後)

東北地方整備局 2015.2.13 TH-140017-VE 評価なし

発注機関名 証明書発行年月日 証明書番号

■国及び都道府県等による技術的審査を受けている状況

東京都建設局新技術登録認定 20171015
茨城県土木部新技術登録認定 a-17057
福岡県県土整備部技術登録認定 181014A
北海道建設部新技術登録認定 20201002 他、静岡県・首都高速道路等

発注者 県内件数 県外件数

広島県 ０ 件 ―

その他公共機関 3 件 50 件

民間等 5 件 100 件

■活用実績

■知的財産等

特許・実用新案 番 号

特許 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし 5765268号

実用新案 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし

申請者名：信越化学工業株式会社技術名称 ：ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄを使用した壁高欄防水・防食工
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2022年7月27日時点》

発注者 年度 公共工事名（事業名）

安芸高田市 R３年 安芸高田市道歩道ジョイント補修・国道高架橋
補修

国交省関東地整 R２年 Ｒ２国道1号矢沢高架橋外耐震補強他工事


